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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

単著､
共著
の別

① 唐代文物与中日
文化交流

共著

① 鑑真と天平美術

② 正倉院宝物と鑑
真和上

① 快慶とその弟子
行快
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仏教美術史

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

発行又は
発表の年月

①中国陝西省西安市法門寺の盛唐工芸品及び陝西歴史博物館保管の古墳壁画の調査
②奈良県天理市長楽寺所蔵仏像調査
③奈良県橿原市十市町自治会管理の仏像調査

　2005年度から破損した木造四天王立像4体について、美術史的、保存科学的調査を実施して
いる。これは文化財の歴史的位置づけにはじまり、修復完成に至るまでのすべてを実践的に
体験学習することを目標としている。今年度までの成果は院生を中心としてまとめ、10月の
世界遺産学シンポジウムにおいてパネル発表した。

文化庁文化審議会専門委員  奈良県文化財保護審議会委員  正倉院伎楽面修理委員会委員
平等院国宝修理委員会委員  公開講座１回（世界遺産公開講座）
報道取材協力２回（読売新聞社、朝日新聞社）

文化財学科主任  全学人事委員会委員  大学院委員会委員

（その他）
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最終学歴

（学術論文）

現在の専門分野

著書､学術論文等の名
称

所属学会

研究課題

概　　　　　　　要

平　成　１８　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

美術史学会、文化財保存修復学会

古代・中世における新様式形成と中国美術の受容

1975年３月神戸大学大学院文学研究科芸術学芸術史専攻修士課程修了

文学修士

鑑真が盛唐後期の美術様式を伝
えたことを正倉院宝物によって
具体的に明らかにした。

仏師快慶と弟子行快の活動と様
式の師承を鎌倉彫刻史の中に位
置付けた。

８世紀における中国と日本との
文化交流について多方面から研
究したもの。そのうち「鑑真と
天平美術」(pp.5-11)と題して鑑
真が天平時代後期の美術に与え
た影響について論じた。

上記論文①を要約して口頭発
表。


